
2010年10月21日

収益認識基準の行方収益認識基準の行方

統一に向けて動き出した統一に向けて動き出した統 に向けて動き出した統 に向けて動き出した
USUS基準と国際基準、基準と国際基準、

その公開草案（その公開草案（ED)ED)ののその公開草案（その公開草案（ED)ED)のの
我々事業会社への影響を探る我々事業会社への影響を探る我々事業会社への影響を探る我々事業会社への影響を探る

三洋電機株式会社三洋電機株式会社三洋電機株式会社三洋電機株式会社

海外営業本部海外営業本部

経営管理部長経営管理部長

電卓持っ
てきて
ね！
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萬成萬成 力力
ね
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Ⅰ.収益認識ルールの統一に向けて、公開草案発表

FASB（米国会計基準
審議会）

IASB（国際会計基準
審議会）

US
GAAP IFRS IAS18号、

11号ほか
SAB101号、
104号ほか104号ほか

それぞれの従来基準を置き換え

・2010年6月24日 FASB／IASB共同での公開草案発表
（Exposure Draft=ED)

44

・2010年10月22日 草案に対する一般コメント締め切り



ⅡⅡ..従来基準の比較従来基準の比較従来 準 較従来 準 較
（日本・（日本・US/GAAPUS/GAAP・・IFRSIFRS））

日本基準日本基準
((企業会計原則）企業会計原則）

・財貨の移転または役務の提供の完了（・財貨の移転または役務の提供の完了（a, b, ea, b, eに相当に相当))
・対価の成立（・対価の成立（c, dc, dに相当）に相当）

USUS
GAAPGAAP

・取決め・取決め((契約等契約等))が存在しているという説得力ある証拠が存在。が存在しているという説得力ある証拠が存在。

・物件の引渡しもしくはｻｰﾋﾞｽの履行が完了している。・物件の引渡しもしくはｻｰﾋﾞｽの履行が完了している。

販売価格が固定 もしくは決定可能である販売価格が固定 もしくは決定可能である(SAB101,104)(SAB101,104)
他多数の規定あ他多数の規定あ
りり

・販売価格が固定、もしくは決定可能である・販売価格が固定、もしくは決定可能である

・回収可能性が合理的に保証されている・回収可能性が合理的に保証されている

りり

IFRSIFRS
(IAS18)(IAS18)

a a 物品の所有に伴う重要なリスクと経済価値が移転している物品の所有に伴う重要なリスクと経済価値が移転している

b b 重要な継続的関与がないこと重要な継続的関与がないこと(IAS18)(IAS18)
「物品の販売」に「物品の販売」に

おける収益認識おける収益認識

要件要件

c c 収益の額を信頼性をもって測定できること収益の額を信頼性をもって測定できること

d d 経済的便益の流入可能性が高いこと経済的便益の流入可能性が高いこと

原価の額を信頼性をも て測定できること原価の額を信頼性をも て測定できること

55

要件要件 e e 原価の額を信頼性をもって測定できること原価の額を信頼性をもって測定できること



これらの基準はわかったけど、これらの基準はわかったけど、
何を対象に判断してたの？何を対象に判断してたの？

今まで見てなかったけど それって多分 個々今まで見てなかったけど それって多分 個々今まで見てなかったけど、それって多分、個々今まで見てなかったけど、それって多分、個々
の取引条件だよね。の取引条件だよね。

も取引条件 ど に書 あるも取引条件 ど に書 あるでも取引条件ってどこに書いてあるの？でも取引条件ってどこに書いてあるの？

きっと個々の取引契約書とか、それがない場合きっと個々の取引契約書とか、それがない場合
は、注文書とか注文請書だよね。は、注文書とか注文請書だよね。

66



ⅢⅢ 11 公開草案の内容公開草案の内容ⅢⅢ--11..公開草案の内容公開草案の内容

FASBFASBととIASBIASBが共同で作成し公開が共同で作成し公開FASBFASBととIASBIASBが共同で作成し公開が共同で作成し公開

「顧客との契約から生じる収益」の認識「顧客との契約から生じる収益」の認識顧 契顧 契

<<Revenue from Contracts with Customers>Revenue from Contracts with Customers>
収益認識に関する従来の収益認識に関する従来のUSUS基準及び基準及びIFRSIFRSをを■■ 収益認識に関する従来の収益認識に関する従来のUSUS基準及び基準及びIFRSIFRSをを
全て置き換える。全て置き換える。

契約上 履行義務契約上 履行義務 毎 収毎 収■■ 契約上の履行義務契約上の履行義務(performance Obligation)(performance Obligation)毎に収毎に収
益を認識する。益を認識する。

■■ 契約上の対価契約上の対価(consideration)(consideration)を履行義務毎に区を履行義務毎に区
分する。分する。

77

分する。分する。



ⅢⅢ--22 公開草案を理解するためには公開草案を理解するためにはⅢⅢ--22..公開草案を理解するためには公開草案を理解するためには
契約契約(Contracts)(Contracts)の理解が不可欠の理解が不可欠

英米法における契約（英米法における契約（ContractContractｓｓ))の理解が不可欠の理解が不可欠英米法における契約（英米法における契約（ContractContractｓｓ))の理解が不可欠の理解が不可欠
■■ 米国（成文法）への英国（慣習法米国（成文法）への英国（慣習法common Law)common Law)側の側の
歩みより歩みより⇒⇒日本には契約の概念が希薄日本には契約の概念が希薄歩みより歩みより⇒⇒日本には契約の概念が希薄日本には契約の概念が希薄

■■ 契約とは、契約とは、Exchange of Promise(Exchange of Promise(約束の交換）約束の交換）

売買契約の場合の約束売買契約の場合の約束

■■ 売り手側の約束＝履行義務売り手側の約束＝履行義務 (performance obligation(performance obligation））
買い手側の約束 支払義務買い手側の約束 支払義務 ( id ti( id ti ））

88

■■ 買い手側の約束＝支払義務買い手側の約束＝支払義務 (pay consideration(pay consideration））



ⅣⅣ..新しい収益認識の新しい収益認識の55つのステップつのステップ新 収益認識新 収益認識 テッテッ

１１))顧客との契約の識別顧客との契約の識別

２）契約における個別の履行義務の識別２）契約における個別の履行義務の識別

Identify the contracts with customers

２）契約における個別の履行義務の識別２）契約における個別の履行義務の識別
Identify the separate Performance Obligations

３）取引価格の算定３）取引価格の算定

Determine the transaction price

４）取引価格の履行義務への配分４）取引価格の履行義務への配分

p

Allocate the transaction price to the

５）個々の履行義務の充足時点で収益認識５）個々の履行義務の充足時点で収益認識

Allocate the transaction price to the
separate Performance Obligations

99

Recognize revenue when the entity satisfies
each Performance Obligations



１）顧客との契約の識別１）顧客との契約の識別 [#8[#8～～#11]#11]１）顧客との契約の識別１）顧客との契約の識別 [#8[#8～～#11]#11]
Identify the contracts with customers

a)a)契約が実態を備えており、その結果として将契約が実態を備えており、その結果として将
来来 h flh fl の発生が想定されるの発生が想定される来来cash flowcash flowの発生が想定される。の発生が想定される。

b)b)契約当事者が契約を承認しており、履行義務契約当事者が契約を承認しており、履行義務b)b)契約当事者が契約を承認しており、履行義務契約当事者が契約を承認しており、履行義務
を充足させることをコミットしている。を充足させることをコミットしている。

）財やｻ ﾋﾞｽの移転に関して 互いに強制しう）財やｻ ﾋﾞｽの移転に関して 互いに強制しうｃ）財やｻｰﾋ ｽの移転に関して、互いに強制しうｃ）財やｻｰﾋ ｽの移転に関して、互いに強制しう
る権利を特定できる。る権利を特定できる。

ｄ）当事者は、財やｻｰﾋﾞｽに対する支払い時期ｄ）当事者は、財やｻｰﾋﾞｽに対する支払い時期
や方法を特定できる。や方法を特定できる。

1010

や方法を特定できる。や方法を特定できる。



２）契約における個別の２）契約における個別の
履行義務の識別履行義務の識別 [#20[#20～～#24]#24]

Identify the separate Performance Obligations

他の財やｻｰﾋﾞｽと区分できる場合のみ他の財やｻｰﾋﾞｽと区分できる場合のみ

Identify the separate Performance Obligations

他の財やｻ ﾋ ｽと区分できる場合のみ他の財やｻ ﾋ ｽと区分できる場合のみ

⇒⇒企業や同業他社が同一または類似する財企業や同業他社が同一または類似する財
やｻ ﾋﾞｽを提供しているやｻ ﾋﾞｽを提供しているやｻｰﾋ ｽを提供しているやｻｰﾋ ｽを提供している

⇒⇒マージンや機能を区分できるマージンや機能を区分できる
従来は

Warranty

例示：製品に付帯する例示：製品に付帯するWarrantyWarranty、、
FOBFOB取引に置ける損害保険付保取引に置ける損害保険付保

は引当費用

FOBFOB取引に置ける損害保険付保取引に置ける損害保険付保

フランチャイズに置けるﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑフランチャイズに置けるﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

1111

フランチャイ に置けるﾄﾚ ﾝｸ ﾌ ｸ ﾗﾑフランチャイ に置けるﾄﾚ ﾝｸ ﾌ ｸ ﾗﾑ



３）取引価格の算定３）取引価格の算定 [#35 [#35 ～～#41]#41]）取引価格の算定）取引価格の算定 [ 3[ 3 ]]
Determine the transaction price

従来は最も
可能性の高

発生可能性を加重平均した金額を算定発生可能性を加重平均した金額を算定

可能性の高
い金額

将来の値引 返金 返品 ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ ﾎﾞｰﾅｽ将来の値引 返金 返品 ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ ﾎﾞｰﾅｽ

Provability weighted amount of consideration

将来の値引、返金、返品、ｲﾝｾﾝﾃｨﾌ 、ﾎ ﾅｽ、将来の値引、返金、返品、ｲﾝｾﾝﾃｨﾌ 、ﾎ ﾅｽ、
優遇、信用ﾘｽｸ等により受取り金額が変動する優遇、信用ﾘｽｸ等により受取り金額が変動する
場合には 合理的に推定して 契約債務を計上場合には 合理的に推定して 契約債務を計上場合には、合理的に推定して、契約債務を計上場合には、合理的に推定して、契約債務を計上
する必要がある。する必要がある。

契約債務は年度末毎に洗替する必要あり契約債務は年度末毎に洗替する必要あり

取引価格が推定できない場合は 計上できない取引価格が推定できない場合は 計上できない
1212

取引価格が推定できない場合は、計上できない取引価格が推定できない場合は、計上できない



３）取引価格の算定３）取引価格の算定 その２その２３）取引価格の算定３）取引価格の算定 その２その２
Determine the transaction price

信用供与、ﾌｧｲﾅﾝｽ取引を含んでいる場合には、信用供与、ﾌｧｲﾅﾝｽ取引を含んでいる場合には、
そ 部分は 営業収益とは区分し そ 他収そ 部分は 営業収益とは区分し そ 他収その部分は、営業収益とは区分して、その他収その部分は、営業収益とは区分して、その他収
益と費用として計上する。益と費用として計上する。[#42 [#42 ～～#47]#47]

顧客への支払い義務が発生する場合、別箇の顧客への支払い義務が発生する場合、別箇の

Collectability, Time value of the money, Non-cash consideration

顧客 の支払い義務が発生する場合、別箇の顧客 の支払い義務が発生する場合、別箇の
財・ｻｰﾋﾞｽに対する支払の場合には、顧客から財・ｻｰﾋﾞｽに対する支払の場合には、顧客から
の仕入・購入として 同一或いは不明な場合はの仕入・購入として 同一或いは不明な場合はの仕入・購入として、同 或いは不明な場合は、の仕入・購入として、同 或いは不明な場合は、
収益の減少として、処理する。収益の減少として、処理する。[#48 [#48 ～～#49]#49]
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４）取引価格の履行義務への配分４）取引価格の履行義務への配分４）取引価格の履行義務への配分４）取引価格の履行義務への配分
[#50[#50～～#53]#53]

Allocate the transaction price to the
separate Performance Obligations

夫々の独立価格が判るものは、それに応じて夫々の独立価格が判るものは、それに応じて

p g

推定による場合には観察可能な類似取引を推定による場合には観察可能な類似取引を
探す。探す。探す。探す。

ａ）夫々の履行義務の原価＋ﾏｰｼﾞﾝで按分ａ）夫々の履行義務の原価＋ﾏｰｼﾞﾝで按分

市場価格 競争業者 価格 按分市場価格 競争業者 価格 按分ｂ）市場価格、競争業者の価格で按分ｂ）市場価格、競争業者の価格で按分

後日 取引価格に変更が生じた場合には 当後日 取引価格に変更が生じた場合には 当後日、取引価格に変更が生じた場合には、当後日、取引価格に変更が生じた場合には、当
初の配分は変更せず、変更した決算期で反初の配分は変更せず、変更した決算期で反
映する映する

1414

映する。映する。



５）５）--11 個々の履行義務の充足時点で個々の履行義務の充足時点で５）５）--11 個々の履行義務の充足時点で個々の履行義務の充足時点で
収益認識収益認識 [#25[#25～～#27]#27]
Recogni e e en e hen the entit  satisfies

●各履行義務毎に 顧客が財 ｻ ﾋﾞｽの支配権●各履行義務毎に 顧客が財 ｻ ﾋﾞｽの支配権

Recognize revenue when the entity satisfies
each Performance Obligations

●各履行義務毎に、顧客が財・ｻｰﾋ ｽの支配権●各履行義務毎に、顧客が財・ｻｰﾋ ｽの支配権
を獲得した時点で、財・ｻｰﾋﾞｽが顧客に移転したを獲得した時点で、財・ｻｰﾋﾞｽが顧客に移転した
と判断されて、収益が認識される。と判断されて、収益が認識される。

when the customer obtain control of goods or services 

＝顧客がその資産を残存期間に使用する権利、或いは＝顧客がその資産を残存期間に使用する権利、或いは
顧客の活動に消費できる権利顧客の活動に消費できる権利

when the customer obtain control of goods or services 

顧客の活動に消費できる権利顧客の活動に消費できる権利

＝資産の使用、販売、消費、交換、担保供与等から生じ＝資産の使用、販売、消費、交換、担保供与等から生じ
るｷ ｼ を享受する権利るｷ ｼ を享受する権利

1515

るｷｬｯｼｭﾌﾛｰを享受する権利。るｷｬｯｼｭﾌﾛｰを享受する権利。



５）５）--22 個々の履行義務の充足時点で個々の履行義務の充足時点で５）５）--22 個々の履行義務の充足時点で個々の履行義務の充足時点で

収益認識収益認識 [#30[#30～～#31]#31]
Recogni e e en e hen the entit  satisfiesRecognize revenue when the entity satisfies
each Performance Obligations

●●顧客が支配権を獲得したという兆候は顧客が支配権を獲得したという兆候は,,
・顧客が無条件の支払義務を負う・顧客が無条件の支払義務を負う・顧客が無条件の支払義務を負う・顧客が無条件の支払義務を負う

Unconditional payment obligationUnconditional payment obligation

・顧客が所有権を持つ・顧客が所有権を持つ

・顧客が物理的に占有する・顧客が物理的に占有する

Legal titleLegal title

physical possessionphysical possession顧客が物理的に占有する顧客が物理的に占有する

・デザイン・機能が顧客特有である・デザイン・機能が顧客特有である

physical possessionphysical possession

Customer SpecificCustomer Specific
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５）５）--３３ 工事進行基準工事進行基準⇒⇒契約満了基準契約満了基準
PercentagePercentage--ofof--completion (POC) vs. completion (POC) vs. 
Completed contract methodCompleted contract method (9/12(9/12・・Webcast)Webcast)pp (( ))

【【現行現行】】 合理的に工事完成の各段階、段階毎の合理的に工事完成の各段階、段階毎の
収益 原価を推測することができる場合収益 原価を推測することができる場合収益、原価を推測することができる場合収益、原価を推測することができる場合

⇒⇒ 工事進行基準が推奨される工事進行基準が推奨される

草案では工事進行基準を明確に否定草案では工事進行基準を明確に否定

【【草案草案】】 段階的・連続的に仕掛品の支配権が段階的・連続的に仕掛品の支配権が【【草案草案】】 段階的 連続的に仕掛品の支配権が段階的 連続的に仕掛品の支配権が
顧客に移転する場合のみ（前頁の顧客に移転する場合のみ（前頁の3/43/4以上を満足以上を満足))
⇒⇒ 収益を段階的・連続的に認識収益を段階的・連続的に認識

1717

収益を段階的 連続的に認識収益を段階的 連続的に認識
≒≒ 現行の工事進行基準とほぼ同等の運用可能現行の工事進行基準とほぼ同等の運用可能



５）５）--４４ わが社の場合わが社の場合５）５） ４４ わが社の場合わが社の場合
製品・部品の輸出取引製品・部品の輸出取引

＜現状での対応＞＜現状での対応＞

内部統制の営業管理基準の整備の際に 海内部統制の営業管理基準の整備の際に 海・内部統制の営業管理基準の整備の際に、海・内部統制の営業管理基準の整備の際に、海
外取引の標準条件はＦＯＢ（船上渡し）で外取引の標準条件はＦＯＢ（船上渡し）でB/LB/L
日での計上と設定。日での計上と設定。

・標準条件外の取引契約を締結する場合には・標準条件外の取引契約を締結する場合には標準条件外の取引契約を締結する場合には標準条件外の取引契約を締結する場合には
単発であっても、稟議決裁を得なければなら単発であっても、稟議決裁を得なければなら
ない規定としたない規定としたない規定とした。ない規定とした。
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５）５） わが社での対応わが社での対応５）５）--５５ わが社での対応わが社での対応

＜課題＞＜課題＞＜課題＞＜課題＞

・しかし付帯条件は統一されておらず、個々の履・しかし付帯条件は統一されておらず、個々の履しかし付帯条件は統 されておらず、個々の履しかし付帯条件は統 されておらず、個々の履
行義務を洗い出してゆく作業が必要となる。行義務を洗い出してゆく作業が必要となる。

部 契約が締結されていない取引がある部 契約が締結されていない取引がある・一部、契約が締結されていない取引がある。・一部、契約が締結されていない取引がある。

・・B2BB2B、、B2CB2Cで、契約形態が全く異なっており、別で、契約形態が全く異なっており、別契契
箇に標準契約条件を決めてゆく必要がある。箇に標準契約条件を決めてゆく必要がある。
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ⅤⅤ 設例の解説設例の解説 Appendix BAppendix B [B1[B1 B96]B96]ⅤⅤ．設例の解説．設例の解説 Appendix B Appendix B [B1[B1～～B96]B96]

設例３ 返品の権利がある場合設例３ 返品の権利がある場合設例３．返品の権利がある場合設例３．返品の権利がある場合

設例４．Ｗａｒｒａｎｔｙの処理設例４．Ｗａｒｒａｎｔｙの処理

設例 だが 輸送中 損壊 際設例 だが 輸送中 損壊 際設例１３．ＦＯＢ取引だが、輸送中の損壊に際して設例１３．ＦＯＢ取引だが、輸送中の損壊に際して

代替品を供給する場合代替品を供給する場合

設例１設例１44．買戻し条件付き販売．買戻し条件付き販売

設例設例1919．成果によって変化するｺﾝｻﾙｻｰﾋﾞｽ料．成果によって変化するｺﾝｻﾙｻｰﾋﾞｽ料設設 成果 変 す 料成果 変 す 料

設例２０．顧客の信用リスク設例２０．顧客の信用リスク

設例２設例２22 ﾌｧｲﾅﾝｽを含む前受取引ﾌｧｲﾅﾝｽを含む前受取引設例２設例２22．ﾌｧｲﾅﾝｽを含む前受取引．ﾌｧｲﾅﾝｽを含む前受取引

設例２設例２77．更新ｵﾌﾟｼｮﾝ付き年度保守ｻｰﾋﾞｽ．更新ｵﾌﾟｼｮﾝ付き年度保守ｻｰﾋﾞｽ

設例２９ 別個の履行義務がある場合設例２９ 別個の履行義務がある場合
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設例２９．別個の履行義務がある場合設例２９．別個の履行義務がある場合



設例３．返品の権利がある場合設例３．返品の権利がある場合設例３．返品の権利がある場合設例３．返品の権利がある場合

■■顧客に対して顧客に対して3030日以内の未使用の商品は、日以内の未使用の商品は、■■顧客に対して顧客に対して3030日以内の未使用の商品は、日以内の未使用の商品は、
返品できるという条件で顧客に販売した場合。返品できるという条件で顧客に販売した場合。

（（販売単価＠販売単価＠100100でで100100個を販売 原価は個を販売 原価は@60)@60)（（販売単価＠販売単価＠100100でで100100個を販売、原価は個を販売、原価は@60)@60)

ケ ス１ケ ス１ 11個返品される可能性は個返品される可能性は25%25%ケース１．ケース１．11個返品される可能性は個返品される可能性は25%25%
３個返品される可能性は３個返品される可能性は50%50%
55個返品される可能性は個返品される可能性は25%25%が確実である。が確実である。

ケース２．返品は多いのは確実だが、推定できない。ケース２．返品は多いのは確実だが、推定できない。

問題問題 「認識されるべき収益の金額と計算の根拠、「認識されるべき収益の金額と計算の根拠、

2121

問題問題 認識される き収益の金額と計算の根拠、認識される き収益の金額と計算の根拠、

仕訳を示せ」仕訳を示せ」



【【回答ケース１回答ケース１】】 設例３

[[根拠根拠]]発生可能性を加重平均した価格で算定発生可能性を加重平均した価格で算定 [#37][#37]

[[計算計算]1]1個個x25%+3x25%+3個個x50%+5x50%+5個個x25%=3x25%=3個個
＠＠100x(100100x(100個ー個ー33個個))＝＝9 7009 700＠＠100x(100100x(100個ー個ー33個個))＝＝9,7009,700
＠＠60x(10060x(100個ー個ー33個個))＝＝5,8205,820

[[仕訳仕訳]] 売掛金売掛金10,00010,000 ／収益／収益9.7009.700[[ ]] ,,
返金債務返金債務300300

売上原価売上原価5 8205 820／在庫／在庫6 0006 000
Refund LiabilityRefund Liability

売上原価売上原価5,8205,820／在庫／在庫6,0006,000
回復可能資産回復可能資産180180

2222

Right to recover products from customerRight to recover products from customer



【【回答ケース２回答ケース２】】 設例３

[[根拠根拠]]：合理的推定が難しい場合、確実になった時点で：合理的推定が難しい場合、確実になった時点で

計上する計上する [#[#４１４１]] ⇒⇒確実になるのは確実になるのは3030日後日後計上する計上する [#[#４１４１]] ⇒⇒確実になるのは確実になるのは3030日後日後

[[仕訳仕訳]] 売掛金売掛金10 00010 000 ／返金債務／返金債務10 00010 000[[仕訳仕訳]] 売掛金売掛金10,00010,000 ／返金債務／返金債務10,00010,000
回復可能資産回復可能資産6,000 6,000 ／在庫／在庫6,0006,000

或いは、委託販売或いは、委託販売(Consignment)(Consignment)と同様に考慮すると同様に考慮する或いは、委託販売或いは、委託販売(Consignment)(Consignment)と同様に考慮すると同様に考慮する
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設例４．Ｗａｒｒａｎｔｙの処理設例４．Ｗａｒｒａｎｔｙの処理
設例３と同様設例３と同様

（販売単価＠（販売単価＠100100でで100100個を販売、原価は個を販売、原価は@60)@60)（販売単価＠（販売単価＠100100でで100100個を販売、原価は個を販売、原価は@60)@60)

（ケース１）（ケース１）

法律上の定めにより、販売時点での初期不良について法律上の定めにより、販売時点での初期不良について
はは9090日以内であれば交換に応じるという保証をつけて日以内であれば交換に応じるという保証をつけて
いる。経験上、初期不良率は１％である。いる。経験上、初期不良率は１％である。

（ケース（ケース2)2)
業界慣行に従って、業界慣行に従って、11年以内に発生した不良について年以内に発生した不良について
は、無償修理あるいは交換に応じるという保証を付けは、無償修理あるいは交換に応じるという保証を付け
ている。ている。11年以内に修理あるいは交換が必要なのは年以内に修理あるいは交換が必要なのは
３％である。３％である。
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問題問題 「認識されるべき収益の金額と根拠、仕訳を示せ」「認識されるべき収益の金額と根拠、仕訳を示せ」



【【回答ケース１回答ケース１】】 設例4

[[根拠根拠]]法で定められている、保証無しでは販売で法で定められている、保証無しでは販売で
きない、保証期間が短い等で当該製品の販売きない、保証期間が短い等で当該製品の販売きない、保証期間が短い等で当該製品の販売きない、保証期間が短い等で当該製品の販売
に付随する義務で、別箇の履行義務ではないに付随する義務で、別箇の履行義務ではない
と考えられると考えられる [B18][B18]と考えられると考えられる [B18][B18]

[[仕訳仕訳]] 売掛金売掛金10 00010 000 ／収益／収益9 9009 900[[仕訳仕訳]] 売掛金売掛金10,00010,000 ／収益／収益9.9009.900
契約債務契約債務100100

売上原価売上原価5 9405 940／在庫／在庫6 0006 000
Contract ObligationContract Obligation

売上原価売上原価5,9405,940／在庫／在庫6,0006,000
回復可能資産回復可能資産6060
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Right to recover products from customerRight to recover products from customer



【【回答ケース２回答ケース２】】

[[根拠根拠]] 法で定められている最低限の保証以上を提法で定められている最低限の保証以上を提

設例4

[[根拠根拠] ] 法で定められている最低限の保証以上を提法で定められている最低限の保証以上を提

供しているので、当該製品の販売とは別箇の履供しているので、当該製品の販売とは別箇の履
行義務と考えられる行義務と考えられる [B18,19][B18,19]
この場合 製品販売に関する履行義務１は満足この場合 製品販売に関する履行義務１は満足この場合、製品販売に関する履行義務１は満足この場合、製品販売に関する履行義務１は満足
している。製品保証分の履行義務については、ましている。製品保証分の履行義務については、ま
だ履行していないので契約履行義務を計上するだ履行していないので契約履行義務を計上するだ履行していないので契約履行義務を計上する。だ履行していないので契約履行義務を計上する。

仕訳仕訳 売掛金売掛金 9 009 00 ／収益／収益 9 009 00[[仕訳仕訳]] 売掛金売掛金 9,7009,700 ／収益／収益 9.7009.700
未収入金未収入金 300300 履行義務履行義務 300300((前受収益前受収益?)?)未収入金未収入金 300300 履行義務履行義務 300300((前受収益前受収益?)?)

売上原価売上原価5,820  5,820  ／在庫／在庫6,0006,000
資資
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契約資産契約資産 180180
Contract assetContract asset

これは筆者の解釈ですこれは筆者の解釈です



設例１３設例１３ ＦＯＢ取引だが 輸送中の損壊ＦＯＢ取引だが 輸送中の損壊設例１３．設例１３．ＦＯＢ取引だが、輸送中の損壊ＦＯＢ取引だが、輸送中の損壊
に際して代替品を供給する場合に際して代替品を供給する場合

・・ 会社は、基本的には出荷港の船上渡し条件会社は、基本的には出荷港の船上渡し条件会社は、基本的 は出荷港 船 渡し条件会社は、基本的 は出荷港 船 渡し条件
(FOB Shipping point)(FOB Shipping point)の契約で顧客と取引を行っての契約で顧客と取引を行って
いる。いる。る。る。

・・ 但し、契約にはないが、従来より慣習として顧但し、契約にはないが、従来より慣習として顧
客倉庫に入庫するまでに製品の損壊があ た客倉庫に入庫するまでに製品の損壊があ た客倉庫に入庫するまでに製品の損壊があった客倉庫に入庫するまでに製品の損壊があった
場合には、無償で代替品を供給している。場合には、無償で代替品を供給している。

問題問題

この場合に 収益はどの時点で認識されるか？この場合に 収益はどの時点で認識されるか？
2727

この場合に、収益はどの時点で認識されるか？この場合に、収益はどの時点で認識されるか？



[[考え方考え方]] 契約上の製品の所有権 支配権は出荷契約上の製品の所有権 支配権は出荷

設例1３

[[考え方考え方]] 契約上の製品の所有権・支配権は出荷契約上の製品の所有権・支配権は出荷

港にて顧客に移転し、顧客は転売も可能な状態港にて顧客に移転し、顧客は転売も可能な状態
である。対価も確定しているので履行義務は終である。対価も確定しているので履行義務は終
了している。了している。了している。了している。

但し、慣習的に実施していた輸送中のダメージ但し、慣習的に実施していた輸送中のダメージ
の際の代替品の供給については 別の履行義務の際の代替品の供給については 別の履行義務の際の代替品の供給については、別の履行義務の際の代替品の供給については、別の履行義務
を形成していると認識することが妥当。を形成していると認識することが妥当。

<<製品販売対価＝９８、輸送中の損害補償＝２として＞製品販売対価＝９８、輸送中の損害補償＝２として＞

[[回答回答]] 出港時・・・製品販売の収益出港時・・・製品販売の収益9898を認識を認識

顧客入庫時 損害補償ｻ ﾋﾞｽの収益２を認識顧客入庫時 損害補償ｻ ﾋﾞｽの収益２を認識
2828

顧客入庫時・・・損害補償ｻｰﾋ ｽの収益２を認識顧客入庫時・・・損害補償ｻｰﾋ ｽの収益２を認識



設例１設例１44 買戻し条件付き販売買戻し条件付き販売設例１設例１44．買戻し条件付き販売．買戻し条件付き販売

・・ 会社は、会社は、$10$10万の資産を顧客に売却、同時に万の資産を顧客に売却、同時に会社は、会社は、$$ 万 資産を顧客 売却、同時万 資産を顧客 売却、同時

顧客から返品を受けた場合に返金する契約を顧客から返品を受けた場合に返金する契約を
締結締結 50%50%の確率で返品されると推定されるの確率で返品されると推定される締結。締結。50%50%の確率で返品されると推定される。の確率で返品されると推定される。

問題問題

この場合に どのような仕訳を行うか？この場合に どのような仕訳を行うか？この場合に、どのような仕訳を行うか？この場合に、どのような仕訳を行うか？
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[[根拠根拠]] 期待値を加重平均する。期待値を加重平均する。#37#37 設例14

[[仕訳仕訳]] 現金１００現金１００,000,000 ／売上収益／売上収益50.00050.000[[ ]]
買戻し義務買戻し義務50,000 50,000 

売上原価売上原価 70 00070 000 ／在庫／在庫 70 00070 000売上原価売上原価 70,00070,000 ／在庫／在庫 70,00070,000
資産回収権資産回収権 35,00035,000／売上原価／売上原価35,00035,000

※※ 返品が生じたとき返品が生じたとき※※ 返品が生じたとき返品が生じたとき

売上収益売上収益50.00050.000 ／現金／現金100,000100,000
買戻し義務買戻し義務50 00050 000買戻し義務買戻し義務50,000 50,000 
在庫在庫 70,00070,000 ／／ 資産回収権資産回収権 35,00035,000
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売上原価売上原価 35,00035,000



設例設例1919．．
成果によって変化するｺﾝｻﾙｻｰﾋﾞｽ料成果によって変化するｺﾝｻﾙｻｰﾋﾞｽ料

・・66ヶ月間で原価低減に取組むｺﾝｻﾙ契約を締結。ヶ月間で原価低減に取組むｺﾝｻﾙ契約を締結。
毎月毎月$2$2万分割払いし 最終的に一定以上の削万分割払いし 最終的に一定以上の削毎月毎月$2$2万分割払いし、最終的に 定以上の削万分割払いし、最終的に 定以上の削
減ができれば減ができれば$1$1万追加ﾎﾞｰﾅｽがもらえ、一定万追加ﾎﾞｰﾅｽがもらえ、一定
以下であれば以下であれば $$１万返金する１万返金する以下であれば、以下であれば、$$１万返金する。１万返金する。

・過去に経験があり、・過去に経験があり、80%80%の確率でﾎﾞｰﾅｽが獲の確率でﾎﾞｰﾅｽが獲過去 経験 あり、過去 経験 あり、 確率 ﾎ ﾅ 獲確率 ﾎ ﾅ 獲
得でき、得でき、20%20%の確率で返金が発生する。の確率で返金が発生する。

33ヶ月後に ﾎﾞ ﾅｽ確率がヶ月後に ﾎﾞ ﾅｽ確率が60%60%に低下に低下・・33ヶ月後に、ﾎ ｰﾅｽ確率がヶ月後に、ﾎ ｰﾅｽ確率が60%60%に低下。に低下。

・最終的には、ﾎﾞｰﾅｽを獲得。・最終的には、ﾎﾞｰﾅｽを獲得。

3131
問題問題 「取引日毎の仕訳を示してください」「取引日毎の仕訳を示してください」



[[根拠根拠]] 期待値を加重平均する。期待値を加重平均する。#37#37
期待値が変 たとき 差額を認識する期待値が変 たとき 差額を認識する

設例19

期待値が変化したときに、差額を認識する。期待値が変化したときに、差額を認識する。#17#17--1919

[[回答回答] ] ((当初の計算当初の計算))
($20,000($20,000ｘｘ66ヶ月ヶ月+$10,000+$10,000ｘｘ 80 %80 %($ ,($ , ヶ月ヶ月 $ ,$ ,

＋＋($20,000($20,000ｘｘ66ヶ月ヶ月--$10,000$10,000）ｘ）ｘ 20 %20 % = $126,000= $126,000
$126 000$126 000÷÷66ヶ月＝ヶ月＝$21 000$21 000・・・毎月認識・・・毎月認識

①

① ②$126,000$126,000÷÷66ヶ月＝ヶ月＝$21,000$21,000・・・毎月認識・・・毎月認識

[[仕訳仕訳]]
① ②

11～～33月月 現金現金 20,00020,000 ／／ 売上収益売上収益 21,00021,000
契約資産契約資産 1,0001,000

②

③契契 ,,

・・・・・・33月末契約資産＝月末契約資産＝ $3 000$3 000④

3232

・・・・・・33月末契約資産＝月末契約資産＝ $3,000$3,000④



[[根拠根拠]] 期待値を加重平均する。期待値を加重平均する。#37#37
期待値が変化したときに 認識する期待値が変化したときに 認識する #17#17--1919

設例19
期待値が変化したときに、認識する。期待値が変化したときに、認識する。#17#17 1919

[[回答回答]]
(3(3月後月後)) ($20 000($20 000ｘｘ66ヶ月ヶ月+$10 000+$10 000ｘ６ｘ６0%0%(3(3月後月後)) ($20,000($20,000ｘｘ66ヶ月ヶ月+$10,000+$10,000ｘ６ｘ６0%0%

＋＋($20,000($20,000ｘｘ66ヶ月ヶ月--$10,000$10,000）ｘ）ｘ40%40% = $122,000= $122,000
33月末あるべき契約資産月末あるべき契約資産 $2 000$2 000 ÷÷22 $1 000$1 000

⑤

33月末あるべき契約資産月末あるべき契約資産 $2,000 $2,000 ÷÷22＝＝ $1,000$1,000

[[仕訳仕訳]] 売上収益売上収益 2 0002 000 ／契約資産／契約資産 2 0002 000

⑦⑥

④ ⑦④ ⑦[[仕訳仕訳]] 売上収益売上収益 2,0002,000 ／契約資産／契約資産 2,0002,000
44～～66月月 現金現金 20,00020,000 ／売上収益／売上収益 20,33320,333
44 66月月 契約資産契約資産 333333 ６月末契約資産６月末契約資産 $2 000$2 000

④－⑦④－⑦

⑤／6ヶ月

44～～66月月 契約資産契約資産 333  333  ・・・６月末契約資産・・・６月末契約資産= $2,000= $2,000

（最終）（最終） 現金現金 10 00010 000 ／／ 契約資産契約資産2 0002 000⑧

⑨

⑨（最終）（最終） 現金現金 10,00010,000 ／／ 契約資産契約資産2,0002,000
売上収益売上収益8,0008,000

⑧ ⑨
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設例２０ 顧客の信用リスク設例２０ 顧客の信用リスク設例２０．顧客の信用リスク設例２０．顧客の信用リスク

信用不安のある顧客に信用不安のある顧客に$1 000$1 000 販売 回収販売 回収・・ 信用不安のある顧客に信用不安のある顧客に$1,000$1,000で販売。回収で販売。回収
不能の期待値は不能の期待値は10%10%。。

・・ 出荷後、ある時点で顧客の信用状態が悪化、出荷後、ある時点で顧客の信用状態が悪化、
更に期待値が＄更に期待値が＄6060減少減少更に期待値が＄更に期待値が＄6060減少。減少。

問題問題 取引日毎の仕訳を示してください取引日毎の仕訳を示してください

3434



[[根拠根拠]] 期待値を加重平均する。期待値を加重平均する。#37#37
出荷時に履行義務は終了しているので 収益は変更せ出荷時に履行義務は終了しているので 収益は変更せ

設例20
出荷時に履行義務は終了しているので、収益は変更せ出荷時に履行義務は終了しているので、収益は変更せ

ず、期待値が変化した差額は費用として認識する。ず、期待値が変化した差額は費用として認識する。

答答[[回答回答]]
((出荷時出荷時)) $1,000$1,000ｘｘ90%+$090%+$0ｘｘ10%10% = $900= $900

[[仕訳仕訳]] 売掛金売掛金 1,0001,000 ／売上収益／売上収益 900900
契約債務契約債務契約債務契約債務 100100
((貸倒引当金？貸倒引当金？書いてない書いてない))

[[変化時変化時]  ]  貸倒損失貸倒損失 6060 ／貸倒引当金／貸倒引当金 6060

（これは同じ期でも期末を越えても同じ処理なのか？（これは同じ期でも期末を越えても同じ処理なのか？))

3535



設例２設例２22 ﾌｧｲﾅﾝｽを含む前受取引ﾌｧｲﾅﾝｽを含む前受取引設例２設例２22．ﾌｧｲﾅﾝｽを含む前受取引．ﾌｧｲﾅﾝｽを含む前受取引

顧客にｵ ﾀﾞ ﾒｲﾄﾞ製品を顧客にｵ ﾀﾞ ﾒｲﾄﾞ製品を$8 000$8 000 製造販売製造販売・・ 顧客にｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ製品を顧客にｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ製品を$8,000$8,000で製造販売で製造販売
し、代金はし、代金は11年の前払いとする契約を締結。年の前払いとする契約を締結。

・・ 顧客との間のﾌｧｲﾅﾝｽ取引の金利は顧客との間のﾌｧｲﾅﾝｽ取引の金利は10%10%。。

問題問題 「取引日毎の仕訳を示してください」「取引日毎の仕訳を示してください」
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[[根拠根拠]] 顧客から提供されるﾌｧｲﾅﾝｽ部分は顧客から提供されるﾌｧｲﾅﾝｽ部分は
費用として認識する費用として認識する

設例22
費用として認識する。費用として認識する。

[[回答回答]] ((ﾌｧｲﾅﾝｽｺｽﾄ計算ﾌｧｲﾅﾝｽｺｽﾄ計算))[[回答回答] ] ((ﾌｧｲﾅﾝｽｺｽﾄ計算ﾌｧｲﾅﾝｽｺｽﾄ計算))
$8,000$8,000ｘｘ10%10% = $800= $800 ( ( ÷÷12 12 ≒≒ $72$72／月）／月）

[[仕訳仕訳]] 現金現金 8,0008,000 ／履行義務／履行義務 8,8008,800
前払利息前払利息 800800

①

②前払利息前払利息 800800
毎月：毎月： 支払利息支払利息 7272 ／前払利息／前払利息 7272

②

((前払利息上げる？前受金ではなく前払利息上げる？前受金ではなく 履行義務？履行義務？))

[[引渡時引渡時]  ]  履行義務履行義務 8,8008,800 ／売上収益／売上収益 8,8008,800① ①
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更新ｵ ﾟ 付き年度保守 ﾞ更新ｵ ﾟ 付き年度保守 ﾞ設例設例2727．更新ｵﾌﾟｼｮﾝ付き年度保守ｻｰﾋﾞｽ．更新ｵﾌﾟｼｮﾝ付き年度保守ｻｰﾋﾞｽ

・・ 会社は年間会社は年間$1,000$1,000で保守を行う契約を千件獲得。で保守を行う契約を千件獲得。
年を追う毎に保守の必要性は高まるが 契約した顧年を追う毎に保守の必要性は高まるが 契約した顧年を追う毎に保守の必要性は高まるが、契約した顧年を追う毎に保守の必要性は高まるが、契約した顧
客は客は22年目も同額で契約できる権利を獲得、年目も同額で契約できる権利を獲得、22年目の年目の
契約をした顧客は契約をした顧客は33年目も同額で契約をする権利を獲年目も同額で契約をする権利を獲契約をした顧客は契約をした顧客は33年目も同額で契約をする権利を獲年目も同額で契約をする権利を獲
得する。得する。

・・ 過去の経験から過去の経験から99割の顧客が割の顧客が22年目に再契約し、そ年目に再契約し、そ過去の経験から過去の経験から99割の顧客が割の顧客が22年目に再契約し、そ年目に再契約し、そ
の内の内99割の顧客が割の顧客が33年目に再契約すると見込まれる。年目に再契約すると見込まれる。

・・ この保守契約の原価は、毎年、漸増しこの保守契約の原価は、毎年、漸増し11年目年目$600$600、、この保守契約の原価は、毎年、漸増しこの保守契約の原価は、毎年、漸増し11年目年目$600$600、、
22年目年目$750$750、、33年目年目$1,000$1,000と見込まれている。と見込まれている。

3838
問題問題 「年毎の収益計上額を計算してください」「年毎の収益計上額を計算してください」



[[根拠根拠]] 当初の利益率と、ｵﾌﾟｼｮﾝ部分の利益率が大きく当初の利益率と、ｵﾌﾟｼｮﾝ部分の利益率が大きく

異なるため 原価基準で収益を按分する異なるため 原価基準で収益を按分する #52#52
設例27

異なるため、原価基準で収益を按分する。異なるため、原価基準で収益を按分する。#52#52

[[回答回答] ] ((合計収益の計算合計収益の計算))
$1,000+$1,000+ $1,000$1,000ｘｘ90%90% +$1,000+$1,000ｘｘ90%90%ｘｘ90%90% == $2,710$2,710

[[収益配分収益配分]]
①

原価原価 収益収益
11年目年目 $600$600＝＝$600$600 100%100% $780$780＝＝ $2 710$2 710 28 78%28 78%① ②⑤11年目年目 $600$600＝＝$600$600ｘｘ100%100% $780$780＝＝ $2,710$2,710ｘｘ28.78%28.78%

(28.78%)(28.78%)構成比構成比

22年目年目 $675$675＝＝$750$750ｘｘ90%90% $877$877＝＝ $2 710$2 710ｘｘ32 37%32 37%

①

①

②

②

③

⑤

⑥22年目年目 $675$675＝＝$750$750ｘｘ90%90% $877$877＝＝ $2,710$2,710ｘｘ32.37%32.37%
(32.37%)(32.37%)構成比構成比

33年目年目 $810$810＝＝$1 000$1 000ｘｘ90%90%ｘｘ90%90% $1 053$1 053＝＝ $2 710$2 710ｘｘ38 85%38 85%

①

①

③

③

④

⑥

⑦33年目年目 $810$810 $1,000$1,000ｘｘ90%90%ｘｘ90%90% $1,053$1,053 $2,710$2,710ｘｘ38.85%38.85%
(38.85%)(38.85%)構成比構成比

合計合計 $2,085$2,085 $2,710$2,710①

①
④

④⑦

3939

合計合計 $ ,$ , $ ,$ ,
(100%(100%））

①



設例２９．別個の履行義務がある場合設例２９．別個の履行義務がある場合設例２９．別個の履行義務がある場合設例２９．別個の履行義務がある場合
PresentationPresentation

・・ 1/11/1に会社は顧客とに会社は顧客と3/313/31にに100100万円の製品万円の製品1/11/1に会社は顧客とに会社は顧客と3/313/31にに100100万円の製品万円の製品

の移転を行う契約を締結した。契約上、顧客の移転を行う契約を締結した。契約上、顧客
はは1/311/31に全額前金で支払うことになっているに全額前金で支払うことになっているはは1/311/31に全額前金で支払うことになっている。に全額前金で支払うことになっている。
この契約は取消し不能となっている。この契約は取消し不能となっている。

・・ 実際には、顧客からは実際には、顧客からは2/152/15に全額入金さに全額入金さ
れ、れ、3/313/31に予定通り出荷された。に予定通り出荷された。れ、れ、3/313/31に予定通り出荷された。に予定通り出荷された。

4040

問題問題 「取引日毎の仕訳を示してください」「取引日毎の仕訳を示してください」



【【回答回答】】 仕訳仕訳 設例29

締締

従来は
1/31の仕

1/11/1 契約締結・・・仕訳なし（契約締結・・・仕訳なし（※※））

1/311/31 前金支払日・・未収入金／契約債務前金支払日・・未収入金／契約債務

1/31の仕
訳は、なし

1/311/31 前金支払日 未収入金／契約債務前金支払日 未収入金／契約債務

2/152/15 入金日・・・・・・入金日・・・・・・ 現金／未収入金現金／未収入金

3/313/31 製品の移転完了・・契約債務／収益製品の移転完了・・契約債務／収益

※※Enforceable(Enforceable(強制可能強制可能))になるまで仕訳は発生しなになるまで仕訳は発生しな
いいい。い。
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ⅥⅥ 開示義務開示義務 Di lDi l #69#69 8383ⅥⅥ．開示義務．開示義務 DisclosureDisclosure [#69[#69～～83]83]

●●顧客との契約の概要顧客との契約の概要

①営業収益の詳細①営業収益の詳細 Disaggregation of revenueDisaggregation of revenuegg ggg g

②②契約資産・債務残高照合契約資産・債務残高照合 Reconciliation of contract balanceReconciliation of contract balance

③履行義務の内容③履行義務の内容 Performance obligationsPerformance obligations③履行義務の内容③履行義務の内容 Performance obligations Performance obligations 

④収益を超える履行義務の内容④収益を超える履行義務の内容
Onerous performance obligationsOnerous performance obligationsO e ous pe o a ce ob gat o sO e ous pe o a ce ob gat o s

●●IFRSIFRS適用する際の重要な判断適用する際の重要な判断 Significant judgmentSignificant judgment

⑤⑤履行義務を充足する時点の判断履行義務を充足する時点の判断⑤⑤履行義務を充足する時点の判断履行義務を充足する時点の判断
Determining the timing of satisfaction of performance obligationDetermining the timing of satisfaction of performance obligation

⑥⑥取引価格とこれを履行義務に配分する際の判断取引価格とこれを履行義務に配分する際の判断

4242

⑥⑥取引価格とこれを履行義務に配分する際の判断取引価格とこれを履行義務に配分する際の判断
Determining the transaction price & allocating it to performance obligationsDetermining the transaction price & allocating it to performance obligations



①①営業収益の詳細営業収益の詳細 #74#74①①営業収益の詳細営業収益の詳細 #74#74
Disaggregation of revenueDisaggregation of revenue

営業収益の金額、計上時期、不確実性、ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ営業収益の金額、計上時期、不確実性、ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ
が経済要因によってどのような影響を受けるかが、が経済要因によってどのような影響を受けるかが、経済要因 よ ような影響を受ける 、経済要因 よ ような影響を受ける 、
最もよく判るように、収益を種類別に区分する。最もよく判るように、収益を種類別に区分する。

＜例示＞＜例示＞＜例示＞＜例示＞

財・ｻｰﾋﾞｽの種類財・ｻｰﾋﾞｽの種類

地理（国とか地域）地理（国とか地域）

市場や顧客の種類市場や顧客の種類市場や顧客の種類市場や顧客の種類

契約の種類（固定ｖｓ収益が変動する契約）契約の種類（固定ｖｓ収益が変動する契約）

4343



②②契約資産・債務残高照合契約資産・債務残高照合②②契約資産 債務残高照合契約資産 債務残高照合
Reconciliation of contract balanceReconciliation of contract balance #75#75--7676

契約資産・債務の期首残、期末残の照合を行う。契約資産・債務の期首残、期末残の照合を行う。
＜含まれるべき内容＞＜含まれるべき内容＞＜含まれる き内容＞＜含まれる き内容＞
(a)(a)損益計算書に含まれる以下の内容損益計算書に含まれる以下の内容

((ⅰⅰ))期中に履行義務を充足した営業収益期中に履行義務を充足した営業収益((ⅰⅰ))期中に履行義務を充足した営業収益期中に履行義務を充足した営業収益
((ⅱⅱ))前期に充足した営業収益の当期での調整前期に充足した営業収益の当期での調整
((ⅲⅲ))受取利息と支払利息受取利息と支払利息((ⅲⅲ))受取利息と支払利息受取利息と支払利息
((ⅳⅳ))為替換算による増減為替換算による増減

(b)(b)現金受取り額現金受取り額(b)(b)現金受取り額現金受取り額
（（c)c)売掛金に移行した金額売掛金に移行した金額
(d)(d)現金以外の対価の受取り額現金以外の対価の受取り額

4444

(d)(d)現金以外の対価の受取り額現金以外の対価の受取り額
(e)(e)合併等による契約継承及び契約の廃棄による増減合併等による契約継承及び契約の廃棄による増減



③③履行義務の内容履行義務の内容 （その（その1)1)③③履行義務の内容履行義務の内容 （その（その1)1)
Performance obligationsPerformance obligations #77#77

（１）契約に含まれる履行義務の内容を開示。（１）契約に含まれる履行義務の内容を開示。

＜含まれるべき内容＞＜含まれるべき内容＞＜含まれるべき内容＞＜含まれるべき内容＞

(a)(a)移転を約束した財・ｻｰﾋﾞｽの内容移転を約束した財・ｻｰﾋﾞｽの内容

（特に代理人取引の内容について）（特に代理人取引の内容について）

(b)(b)通常どの時点で履行義務を充足するか通常どの時点で履行義務を充足するか(b)(b)通常どの時点で履行義務を充足するか通常どの時点で履行義務を充足するか

（出荷、着荷、ｻｰﾋﾞｽ完了等）（出荷、着荷、ｻｰﾋﾞｽ完了等）

（（c)c)主要な回収 支払期間主要な回収 支払期間((ﾌｧｲﾅﾝｽ取引の分別のため）ﾌｧｲﾅﾝｽ取引の分別のため）（（c)c)主要な回収・支払期間主要な回収・支払期間((ﾌｧｲﾅﾝｽ取引の分別のため）ﾌｧｲﾅﾝｽ取引の分別のため）

(d)(d)返品、返金やこれに類する履行義務返品、返金やこれに類する履行義務

4545

(e)(e)製品保証の種類やこれに類する履行義務製品保証の種類やこれに類する履行義務



③③履行義務の内容履行義務の内容 ((その２その２))③③履行義務の内容履行義務の内容 ((その２その２))
Performance obligationsPerformance obligations #78#78

（２）期末現在の履行義務残高に関して、契約が１（２）期末現在の履行義務残高に関して、契約が１
年を超える場合 いつ充足されるか 以下の区分年を超える場合 いつ充足されるか 以下の区分年を超える場合、いつ充足されるか、以下の区分年を超える場合、いつ充足されるか、以下の区分
毎に金額を開示。毎に金額を開示。

＜開示されるべき区分＞＜開示されるべき区分＞

(a)(a)一年未満一年未満(a)(a)一年未満一年未満

(b)1(b)1年以上年以上22年未満年未満

（（c)2c)2年以上年以上33年未満年未満

(d)3(d)3年以上年以上
4646

(d)3(d)3年以上年以上



④④履行義務を超える債務の内容履行義務を超える債務の内容④④履行義務を超える債務の内容履行義務を超える債務の内容
Onerous performance obligationsOnerous performance obligations #79#79--8080

●●超過契約から認識された債務の金額内容を開示。超過契約から認識された債務の金額内容を開示。

(a)(a)債務が認識された履行義務の理由と金額債務が認識された履行義務の理由と金額(a)(a)債務が認識された履行義務の理由と金額債務が認識された履行義務の理由と金額

(b)(b)何故、履行義務の価値が下がったか何故、履行義務の価値が下がったか

（（ )) いつ債務を充足する予定かいつ債務を充足する予定か（（c) c) いつ債務を充足する予定かいつ債務を充足する予定か

●超過契約の債務期首残、期末残の照合を行う。●超過契約の債務期首残、期末残の照合を行う。

期中 債務超 とな た履行義務 金額期中 債務超 とな た履行義務 金額(a)(a)期中に債務超過となった履行義務の金額期中に債務超過となった履行義務の金額

(b)(b)期中に債務超過が解消された履行義務の金額期中に債務超過が解消された履行義務の金額

（（c)c)期中に債務が充足された金額期中に債務が充足された金額

(d)(d)金利等による増減金利等による増減

4747

( )( ) 増増

(e)(e)測定の変更による期中増減測定の変更による期中増減



⑤⑤履行義務を充足する時点の判断履行義務を充足する時点の判断⑤⑤履行義務を充足する時点の判断履行義務を充足する時点の判断
Determining the timing of satisfaction of Determining the timing of satisfaction of 

f bli tif bli ti #82#82performance obligationperformance obligation #82#82

●●継続的に履行義務を充足する契約について以下継続的に履行義務を充足する契約について以下
の内容を説明する。の内容を説明する。の内容を説明する。の内容を説明する。

(a)(a)営業収益を認識する方法営業収益を認識する方法

(b)(b)何故、その方法が財・ｻｰﾋﾞｽの移転を説明する何故、その方法が財・ｻｰﾋﾞｽの移転を説明する
のに最適であるかの理由のに最適であるかの理由のに最適であるかの理由のに最適であるかの理由

4848



⑥⑥取引価格とこれを履行義務に配分する取引価格とこれを履行義務に配分する⑥⑥取引価格とこれを履行義務に配分する取引価格とこれを履行義務に配分する
際の判断際の判断 Determining the transaction price & Determining the transaction price & 

allocating it to performance obligationsallocating it to performance obligations #83#83allocating it to performance obligationsallocating it to performance obligations #83#83

取引価格と履行義務への配分に関する方法、判断取引価格と履行義務への配分に関する方法、判断
の基礎 推測に際して以下の内容を説明する。の基礎 推測に際して以下の内容を説明する。の基礎、推測に際して以下の内容を説明する。の基礎、推測に際して以下の内容を説明する。

(a)#35(a)#35～～4949に基いて取引価格を決定に基いて取引価格を決定

(b)(b)移転を約束した財・ｻｰﾋﾞｽの独立価格の推定移転を約束した財・ｻｰﾋﾞｽの独立価格の推定

（（c)c)返品・返金等の義務の金額判定返品・返金等の義務の金額判定（（c)c)返品 返金等の義務の金額判定返品 返金等の義務の金額判定

(d)(d)債務が超過となる契約で認識された債務の測定債務が超過となる契約で認識された債務の測定
方 来割 率も含方 来割 率も含

4949

方法（将来割引率も含めて）方法（将来割引率も含めて）



ⅦⅦ．事業会社としての今後の対応．事業会社としての今後の対応

・既存の契約から収益認識に関する契約を抽出。

・契約を解読し、履行義務を識別、詳細取引条件を整理して、業務
システムにマスターとして登録して、連動させる。

・今後の標準契約書のテンプレート作成。連結での対応が必要。

・従来より推定を使う場面が増える→過去の経験値の蓄積が重要。

・同業種での経験値の調査が必要。（自社で経験がない場合）同業種での経験値の調査が必要。（自社で経験がな 場合）

・文書によらず慣行によっているもの・・・文書化が必要

【契約DB活用戦略の提案】

・契約で保証されている権利を網羅的に把握し 事業戦略に活かす

5050

・契約で保証されている権利を網羅的に把握し、事業戦略に活かす。

・契約上の義務の履行を担保、リスクの最小化を図る。



ⅧⅧ．．Conceptual FrameworkConceptual Framework

原則主義に則り 整合性があ 国際的に通用する原則主義に則り 整合性があ 国際的に通用する

概念フレームワーク概念フレームワーク

原則主義に則り、整合性があって、国際的に通用する原則主義に則り、整合性があって、国際的に通用する
将来の会計基準の基礎を創る目的将来の会計基準の基礎を創る目的

以下の４ の ｊ が進行中以下の４ の ｊ が進行中以下の４つのｐｒｏｊｅｃｔが進行中以下の４つのｐｒｏｊｅｃｔが進行中

Ａ．Ａ．Objectives and Objectives and qualitative characteristicsqualitative characteristics（ＱＣ）（ＱＣ）

((目的と目的と質的特性質的特性≒≒品質要件品質要件））((目的と目的と質的特性質的特性 品質要件品質要件））

・・・・・・20102010年年99月末終了・・Ｃｏｎ月末終了・・Ｃｏｎceptceptｓｓ ##８の発行８の発行

BB Definitions of elements recognition andDefinitions of elements recognition andBB．．Definitions of elements, recognition and Definitions of elements, recognition and 
derecognitionderecognition （要素、認識、非認識の定義）（要素、認識、非認識の定義）

CC MeasurementMeasurement （測定）（測定）

5151

CC．．MeasurementMeasurement （測定）（測定）

DD．．Reporting entity conceptReporting entity concept （報告主体の概念）（報告主体の概念）



ⅧⅧ--11．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
質的特性質的特性((＝財務情報の品質要件＝財務情報の品質要件)) 【【現行現行】】質的特性質的特性((＝財務情報の品質要件＝財務情報の品質要件) ) 【【現行現行】】

Understandability （理解可能性） 如何に事実を忠実・・・ 後退↓y

Relevance （目的適合性）

如何に事実を忠実
に、抜け落ちなく、
分り易く表現するか

・・・

後退↓

⇒

Materiality

Reliability

（重要性）

（信頼性）・・・・・・・・・・・ ・・・ 消滅

⇒

Reliability
Neutrality

Faithful Representation

（信頼性）

（中立性）

（誠実な表明） 躍進↑
⇒・・・・・・・

Substance Over Form

Faithful Representation （誠実な表明）

（形式より実体） 消滅・・・

躍進↑

Completeness

Prudence

（完全性）

（保守性） 消滅・・・

⇒・・・・・・・・

5252Comparability
Prudence （保守性）

（比較可能性）

消滅

後退↓



ⅧⅧ--22．．QualitativeQualitative Characteristics (QC)Characteristics (QC)
質的特性質的特性((＝財務情報の品質要件＝財務情報の品質要件)) 【【草案草案】】質的特性質的特性((＝財務情報の品質要件＝財務情報の品質要件) ) 【【草案草案】】

Relevance Materiality
・・・・・・・・・・・・・・・・・ （目的適合性）

（重要性）

⇒

⇒Materiality

Predictive, Confirmatory
V l

（重要性）

（予測可能・解析可能な値） 新

⇒

Faithful Representation
Value

（誠実な表明） 躍進↑

Free from Error

C l t
Neutrality

（誤りのない）

（中立性） ⇒

新

Comparability

Completeness

Enhancing

（完全性）

（比較可能性）

⇒

後退↓

Verifiability

Timeliness

Enhancing
QC

（比較可能性）

より拡張的

（検証可能性）

（適時性）
抜擢↑
新

5353

Timeliness

Understandability

より拡張的
な質的特性

（適時性）

（理解可能性）

↑
後退↓



ⅧⅧ--3 3 QualitativeQualitative Characteristics (QC)Characteristics (QC)
質的特性質的特性((＝財務情報の品質要件＝財務情報の品質要件)) 【【現行現行 草案比較草案比較】】質的特性質的特性((＝財務情報の品質要件＝財務情報の品質要件)) 【【現行現行→→草案比較草案比較】】

Understandability Relevance Materialityy

Relevance

Materiality

Predictive, Confirmatory
V l

Materiality

Reliability
Faithful Representation

Value

X Reliability
Neutrality

Faithful Representation

Free from Error

C l t
Neutrality

Substance Over Form

Faithful Representation

Comparability

Completeness

Enhancing
Completeness

Prudence Verifiability

Understandability
Enhancing
QC

5454Comparability
Prudence Verifiability

Timeliness



ⅧⅧ--44．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
目的適合性目的適合性(relevance)(relevance) QC6～11目的適合性目的適合性(relevance)(relevance)

●読み手が 判断をしてゆく上で 有用な財務情報で

BC3.8～18

●読み手が、判断をしてゆく上で、有用な財務情報で
あるために必要な要件

①P di ti V l 予測可能な値①Predictive Value＝予測可能な値

INPUT OUTPUT

②Confirmatory Value＝検証可能な値

③Materiality＝重要性・・・・
省略すると、読み手が誤った判断を下す可能性
ある 会社別 固有 情報

5555

のある、会社別に固有の情報



ⅧⅧ--55．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
信頼性信頼性(Reliability)(Reliability) の退場の退場

誠実に表現誠実に表現(Faithful Representation)(Faithful Representation) へへ

BC3.20～25

●Reliabilityは、1989年から会計基準の基本概念であったが、
漠然と意味が広すぎて様々に解釈されていた漠然と意味が広すぎて様々に解釈されていた。

●重大な誤りのない事（Free from material error)や正確性
（precision)と 混同されて使われることも（precision)と 混同されて使われることも。

●本来の意味するところを伝えようとして来たが、伝わらない。
●この概念の廃止に関してコメントして反対を表明した人は、

概ね、Verifiabilityと混同していた。
●それに比べて、Faithful Representationは、イメージし易い。

5656



ⅧⅧ--55．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
誠実に表現誠実に表現(Faithful Representation)(Faithful Representation)--11

経済事象を数字と言葉を使って財務報告※の中で、
表現する際には、表現す 際 、

●中立的（Neutral)、
QC12,16
BC3.19,26)、

●網羅的（Completeness)に、
●誤謬なく(Free from error)( )

誠実に抽出（ｄｅｐｉｃｔ）し、表現しなければならない。ｐ 表

※財務諸表(Financial Statements)

5757

( )
⇒財務報告(Financial Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ）への変更



ⅧⅧ--55．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
誠実 表現誠実 表現誠実に表現誠実に表現(Faithful Representation)(Faithful Representation)--22

①Completeness＝完全性・網羅性

資産であれば そのグル プ毎に 概略 特質 値（取得価額

QC13

資産であれば、そのグループ毎に、概略、特質、値（取得価額、
修正額、時価）、その値に将来的に影響を与える要因、不確実性
等の情報を全て網羅している等の情報を全て網羅している。

収益金額を推定する場合、その性格、前提、根拠、取り得る値の
範囲、加重平均して求めた期待値、不確実性などを網羅。

②Neutrality＝中立性 QC14 BC3 27 29②Neutrality＝中立性

・会社経営陣のバイアスの掛っていない情報

QC14、BC3.27～29

5858

・中立性と相容れない「保守主義＝Conservatism」の否定
設例１４「買戻し条件付き販売」を参照



ⅧⅧ--55．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
誠実 表現誠実 表現誠実に表現誠実に表現(Faithful Representation)(Faithful Representation)--33

③Free from Error＝誤りのない QC15③Free from Error 誤りのない

・全ての意味で正確であるという意味ではない。
・その財務報告作成プロセスにおいて、その情報の選択や、
適用について誤りがないよう設計されている。
⇒ 内部統制システムの整備に不備がない事 と類似⇒ 内部統制システムの整備に不備がない事 と類似

・結果的に正確であったか、不正確であったかを後で論じるのは
余り意味がない。余り意味がない。

・推定値を使用する場合、完璧はあり得ないが、前提としての、
見積の構築プロセスが説明されており、誤謬がなく、不確実性
影響する要因が説明されている。

5959
・不確実性が大きい場合⇒誠実な表明とは言えない。



ⅧⅧ--66．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
基本的な 適用方法基本的な 適用方法基本的なＱＣの適用方法基本的なＱＣの適用方法--11

((ＱＣ＝財務情報の品質要件ＱＣ＝財務情報の品質要件))

QC17～18

１．財務諸表を利用する読者にとって
有用な経済事象を特定

(( 財 情 質財 情 質 ))

有用な経済事象を特定

２．その経済事象に関連があり、獲得可能で、
誠実に表現することが可能な情報を特定

その情報が本当に 最も関連性があり３．その情報が本当に、最も関連性があり、
誠実に表現することが可能かを判断
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ⅧⅧ--66．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
基本的な 適用方法基本的な 適用方法基本的なＱＣの適用方法基本的なＱＣの適用方法--22

((ＱＣ＝財務情報の品質要件ＱＣ＝財務情報の品質要件))(( 財 情 質財 情 質 ))
Economic
Phenomena
（経済事象） Neutrality Neutrality

Free from errorMateriality

６

７
８

将来に影響しうる事象

y

Completeness

y

Predictive Value

Confirmatory Value

４

５
９ 抽出 変換 財務情報 財務諸表

将来に影響しうる事象

言葉

値４
顕在化していない事実

値

１

２
３ 財務情報

経理処理
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１

発生した事実



ⅧⅧ--７．７． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
補強的なＱＣの適用方法補強的なＱＣの適用方法

QC19
補強的なＱＣの適用方法補強的なＱＣの適用方法

・基本的な質的特徴「目的適合性」「誠実な表現」を

QC19
BC3.8～10

・基本的な質的特徴「目的適合性」「誠実な表現」を
補完する４つの補強的（Enhancing)なＱＣ

・基本の質的特徴のどちらが欠けても 下の４つでは・基本の質的特徴のどちらが欠けても、下の４つでは
補完することができない。

①Comparability＝比較可能性（複数の事象の）

②Verifiability＝検証可能性

③Ti li 適時性③Timeliness＝適時性

④Understandability＝理解可能性

6262

④ y 理解可能性



ⅧⅧ--88．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
補強的なＱＣ補強的なＱＣ 11 QC20～25
補強的なＱＣ補強的なＱＣ--11 QC20～25

BC3.32,33

①Comparability＝比較可能性（複数の事象の）

・「Uniformity＝統一性」は「比較可能性」と「誠実な表明」をUniformity 統 性」は 比較可能性」と 誠実な表明」を
阻害する可能性がある。

グ プ例：製造設備の耐用年数を連結グループの経理基準で統一

⇒稼働率 気候風土 政治的な制約 等により全く同一の⇒稼働率、気候風土、政治的な制約、等により全く同一の
製造設備であっても、想定される耐用年数が異なる場合
がある。統一基準は恣意性があり、 「誠実な表明」ではない。がある。統 基準は恣意性があり、 誠実な表明」ではない。

・同じ経済事象を異なる方法で経理処理してはならない。
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ⅧⅧ--88．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
補強的な補強的なQCQC 22補強的な補強的なQCQC--22

②Verifiability＝検証可能性
・可能性のある金額範囲と関連する発生可能性を開示して
おけば 後で検証が可能である

QC26～28

おけば、後で検証が可能である。
・さまざまな可能性の中で、ひとつだけを示すのは、例えそれが
最頻値であっても 検証可能性を阻害している最頻値であっても、検証可能性を阻害している。
「保守主義」が否定された根拠でもある。

③Timeliness＝適時性
・鮮度のない情報は、殆どの場合、読み手にとって有用ではない。
ト ドトラ クの目的には 古 情報も有用 ある

QC29

・トレンドトラックの目的には、古い情報も有用である。

④Understandability＝理解可能性 QC30～32

6464

④Understandability＝理解可能性
・複雑で説明困難な事象でも省略してはならない。

QC30 32



ⅧⅧ--99．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
ＱＣ適用の具体例ＱＣ適用の具体例--11

例：Wal-Martのケース
＜背景＞
米国NO1の小売ス パ・米国NO1の小売スーパー
・顧客第一主義を掲げ、顧客満足のために、消費者が購入してから

30日間はその理由を問わず無条件で返品に応じる30日間はその理由を問わず無条件で返品に応じる。
・同社に納入する全ての納入業者は例外なく、納入契約書により
無条件の返品受入れ義務を負う。

・高額商品が、低額商品に比べて返品率が高いことは周知の事実。
＜前提＞
会社は 数年来 低額商品群を納入しており 返品率は３％・会社は、数年来、低額商品群を納入しており、返品率は３％。
・本年より、高額商品群の納入を開始。
・会社は 品質や使いやすさに自信を持っており 返品率が他社

6565

会社は、品質や使いやすさに自信を持っており、返品率が他社
平均より低いのは当然と考えている。



ⅧⅧ--99．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
ＱＣ適用の具体例ＱＣ適用の具体例--22

例：Wal-Martのケース－２
＜課題＞
・収益金額を算定するためには、本年納入開始した高額商品の
返品率を推定する必要がある。必要な情報とプロセスは？

＜回答例＞
●自社の過去の返品経験率、
●他社の高額商品群の返品率の範囲、
●低額商品群と高額商品群の両方を納入している会社の両方の
返品率の格差とその関連性返品率の格差とその関連性、

等の情報を入手
●これらの情報の発生確率を加重平均して推定

6666

●これらの情報の発生確率を加重平均して推定



ⅧⅧ--99．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
ＱＣ適用の具体例ＱＣ適用の具体例--33

例：Wal-Martのケース－3
＜収集した情報＞
・返品率・・・低額商品群＝３％～６％、高額商品群＝６％～１２％
・両方扱っている業者の低額商品群と高額商品群の返品率格差
＝2倍 格差率に関連性ある可能性50% ない可能性50%＝2倍、格差率に関連性ある可能性50%、ない可能性50%。

・高額商品の返品率の期待値を、６％＝２５％、９％＝５０％、
１２％＝２５％の確率とする。１２％ ２５％の確率とする。

＜期待値の算出＞
・格差率に関連性がある場合の期待値：３％ｘ２倍ｘ５０％＝３％格差率に関連性がある場合の期待値：３％ｘ２倍ｘ５０％＝３％
・ない場合： （６％ｘ２５％＋９％ｘ５０％＋１２％ｘ２５％）ｘ５０％＝

（１．５％＋４．５％＋３％）ｘ５０％＝４．５％
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・加重平均：３％＋４．５％＝７．５％の返品率と推定



ⅧⅧ--1010．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristics
---- ＱＣ適用例からの考察ＱＣ適用例からの考察 ----

IFRSベ スでの連結財務諸表作成手順 1IFRSベースでの連結財務諸表作成手順-1

各国基準での
処理

IFRSへの修
正仕訳と集計

IFRS連結財
務諸表

＋ ＝(1)
処理 仕訳 集計 務諸表

各国基準での
財務諸表

IFRS基準での
各国経理処理

単純集計と
G i

IFRS連結財
務諸表

＋ ＝(2)

財務諸表

各国経理処理 Grouping 務諸表
＋(2)

各国基準への 各国基準での

6868

各国基準への
修正仕訳

各国基準での
財務諸表



ⅧⅧ--1010．． QualitativeQualitative CharacteristicsCharacteristicsQQ
---- QCQC適用例からの考察適用例からの考察 ----

ベ 連結財務諸表作成手IFRSベースでの連結財務諸表作成手順-2
（１）の場合：各国の経理部門への負担は少ないが 個々の（１）の場合：各国の経理部門への負担は少ないが、個々の

経理処理の際に、QC（品質要件）を適用していない場合、
これを後で、拾い上げて、新しいコンセプトに基く数値にれを後で、拾 げて、新し ンセプトに基く数値に
置き換えたり、取り得る値の範囲を開示する作業を、
想像することは困難。⇒「誠実な表現」を満足できない。

「保守主義」で作成された個別財務諸表から、修正仕訳で
新コンセプトの連結財務諸表を作成するのは 困難新コンセプトの連結財務諸表を作成するのは、困難。

（２）各国の経理部門がIFRSのＱＣ（品質要件）に基いて個々の

6969

（ ）各国 経 部門 （品質要件） 基 個
判断を行い、経理処理を行っていれば、連結作業は簡単。
「誠実な表現」を満足できる。



ⅨⅨ．今後の経理部門に期待される姿勢．今後の経理部門に期待される姿勢

●「収益認識基準」では・・・・・

●「ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ」のＱＣでは・・・・・・・・・

従来よりも推定を用いる機会が増加（収益計上額ほか）

●「ﾌﾚ ﾑﾜ ｸ」のＱＣでは

Reliability（信頼性) ⇒ Faithful Representation（誠実な表現）

【従来】発生した事実を正確に記録する経理部門

信頼性があれば十分・・・信頼性があれば十分・・・

【今後】今後発生しうる事象を的確に表現し、読み手が
将来を予測する為に有用な情報を伝達できる経理部門

7070

将来を予測する為に有用な情報を伝達できる経理部門

・・・真摯で誠実で公平かつ冷静な第３者的態度が不可欠・・・



最後まで お付きあい頂き ありがとうござ最後まで お付きあい頂き ありがとうござ最後まで、お付きあい頂き、ありがとうござ最後まで、お付きあい頂き、ありがとうござ
いました。いました。

7171



資料資料 設例一覧１設例一覧１

[[設例設例1] 1] 契約の分割契約の分割 Contract segregationContract segregation #15&16#15&16
商品商品A,B,CA,B,Cが一緒にが一緒にOfferOfferされる際に、対価をどう分割するか。される際に、対価をどう分割するか。, ,, , 緒緒 、、

[[設例設例2] 2] 契約の変更契約の変更 Contract modification #17Contract modification #17--1919
33年契約の途中で契約対価が変更された際は、遡らない。年契約の途中で契約対価が変更された際は、遡らない。

[[設例３設例３] ] 返品の権利返品の権利 Right of return  #37Right of return  #37--4040 ※※解説あり解説あり

可能性を加重平均して収益額より差し引く。可能性を加重平均して収益額より差し引く。

[[設例設例4] 4] 履行義務でない製品保証履行義務でない製品保証 ※※解説あり解説あり

Product warranty that is not a performance obligation #22Product warranty that is not a performance obligation #22--2424
購入時点での瑕疵を対象とする最低限の保証は 別箇の履行務ではない購入時点での瑕疵を対象とする最低限の保証は 別箇の履行務ではない購入時点での瑕疵を対象とする最低限の保証は、別箇の履行務ではない。購入時点での瑕疵を対象とする最低限の保証は、別箇の履行務ではない。

[[設例設例5] 5] 将来の割引条件付販売将来の割引条件付販売 Future discount #22Future discount #22--2424
割引権が行使される期待値の応じて販売収益を割り振る割引権が行使される期待値の応じて販売収益を割り振る 設例設例2525を参照を参照割引権が行使される期待値の応じて販売収益を割り振る。割引権が行使される期待値の応じて販売収益を割り振る。 設例設例2525を参照を参照

[[設例設例6] 6] 移動体通信業移動体通信業 Telecommunication services #22Telecommunication services #22--2424
固定額に含まれる無料通話部分にはコストがなく 別箇の履行義務ではない固定額に含まれる無料通話部分にはコストがなく 別箇の履行義務ではない

7272

固定額に含まれる無料通話部分にはコストがなく、別箇の履行義務ではない。固定額に含まれる無料通話部分にはコストがなく、別箇の履行義務ではない。



資料資料 設例一覧設例一覧22

[[設例設例7] 7] 返金されない前納金返金されない前納金 Non refundable upfront feeNon refundable upfront fee #24#24--2626
返金義務のないﾍﾙｽｸﾗﾌﾞ入会金・人事ｻｰﾋﾞｽ設定料は収益の一部として計上。返金義務のないﾍﾙｽｸﾗﾌﾞ入会金・人事ｻｰﾋﾞｽ設定料は収益の一部として計上。

[[設例設例8] 8] ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞの権利ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞの権利 Franchise right #24Franchise right #24--2626
ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞ契約の中で提供される研修や設備備品は、ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞ契約の中で提供される研修や設備備品は、 別の有料ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとして提別の有料ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとして提
供されていれば、別途の履行義務と判定され、収益を配分することが必要。供されていれば、別途の履行義務と判定され、収益を配分することが必要。供されていれば、別途の履行義務と判定され、収益を配分することが必要。供されていれば、別途の履行義務と判定され、収益を配分することが必要。

[[設例設例9] 9] 設置を要する特殊設備設置を要する特殊設備
Specialized equipment with installation  #23Specialized equipment with installation  #23

他 業者 も が き 合 途 義務 做 収益 分す他 業者 も が き 合 途 義務 做 収益 分す他の業者でも設置ができる場合は、別途の履行義務と見做して収益配分する。他の業者でも設置ができる場合は、別途の履行義務と見做して収益配分する。

[[設例設例10] R&D10] R&Dｻｰﾋﾞｽ業に於ける技術ﾗｲｾﾝｽｻｰﾋﾞｽ業に於ける技術ﾗｲｾﾝｽ
Technology license with R&D service #23Technology license with R&D service #23Technology license with R&D service  #23Technology license with R&D service  #23
技術ﾗｲｾﾝｽが、その業者しか持っておらず、他では入手できない場合は、ｻｰﾋﾞｽ技術ﾗｲｾﾝｽが、その業者しか持っておらず、他では入手できない場合は、ｻｰﾋﾞｽ
に付随するﾗｲｾﾝｽ供与は、別途の履行義務とは見做さない。に付随するﾗｲｾﾝｽ供与は、別途の履行義務とは見做さない。

[[設例設例11]11] 建築契約建築契約 C t ti t t #22C t ti t t #22 2424[[設例設例11] 11] 建築契約建築契約 Construction contracts #22Construction contracts #22--2424
顧客の要望に合わせたｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞのデザインの建物を建築する際、ﾃﾞｻﾞｲﾝ、資材顧客の要望に合わせたｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞのデザインの建物を建築する際、ﾃﾞｻﾞｲﾝ、資材
調達、組立等の工程のうち、ﾃﾞｻﾞｲﾝのみは別途の履行義務として、他の工程は調達、組立等の工程のうち、ﾃﾞｻﾞｲﾝのみは別途の履行義務として、他の工程は
建築という履行義務として 収益を認識する建築という履行義務として 収益を認識する
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建築という履行義務として、収益を認識する。建築という履行義務として、収益を認識する。



資料資料 設例一覧設例一覧33

[[設例設例12] 12] ｿﾌﾄｳｴｱﾗｲｾﾝｽｿﾌﾄｳｴｱﾗｲｾﾝｽ Software license #25Software license #25--3131
WEBWEBで入手できるようなｿﾌﾄの場合、顧客がｱｸｾｽｷｰを手に入れた時に認識。で入手できるようなｿﾌﾄの場合、顧客がｱｸｾｽｷｰを手に入れた時に認識。

[[設例設例13] FOB13] FOB条件の場合の損害補償条件の場合の損害補償 ※※解説あり解説あり

FOB shipping point & risk of loss  #25FOB shipping point & risk of loss  #25--3131
従来慣行として提供する補償は 別箇の履行義務として認識する従来慣行として提供する補償は 別箇の履行義務として認識する従来慣行として提供する補償は、別箇の履行義務として認識する。従来慣行として提供する補償は、別箇の履行義務として認識する。

[[設例設例14] 14] 買戻し条件付き販売買戻し条件付き販売 Sales & repurchase #25Sales & repurchase #25--31 31 
行使される可能性を加重平均して収益額より差し引く。行使される可能性を加重平均して収益額より差し引く。 ※※解説あり解説あり

[[設例設例15] 15] 製造ｻｰﾋﾞｽと製造物製造ｻｰﾋﾞｽと製造物
Manufacturing service vs manufactured equipment Manufacturing service vs manufactured equipment #25#25--3333
顧客が設計した機械設備を製造方法等についても指示して製造する場合 法顧客が設計した機械設備を製造方法等についても指示して製造する場合 法顧客が設計した機械設備を製造方法等についても指示して製造する場合、法顧客が設計した機械設備を製造方法等についても指示して製造する場合、法
的な所有権は支払義務を担保する役割しか持たないため、顧客は終了した的な所有権は支払義務を担保する役割しか持たないため、顧客は終了した
作業分までの対価の支払義務を負う。作業分までの対価の支払義務を負う。

[[設例設例16]16] ｺﾝｻﾙｻ ﾋﾞｽｺﾝｻﾙｻ ﾋﾞｽ C lti i #25C lti i #25 3333[[設例設例16] 16] ｺﾝｻﾙｻｰﾋ ｽｺﾝｻﾙｻｰﾋ ｽ Consulting service #25Consulting service #25--3333
６ヶ月間の均等払いするｺﾝｻﾙｻｰﾋﾞｽ契約の場合に、毎月成果物を顧客が受領６ヶ月間の均等払いするｺﾝｻﾙｻｰﾋﾞｽ契約の場合に、毎月成果物を顧客が受領
して活用する権利がある場合には、毎月収益を認識するのが妥当。して活用する権利がある場合には、毎月収益を認識するのが妥当。
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[[設例設例17] 17] 建売ｱﾊﾟｰﾄの販売建売ｱﾊﾟｰﾄの販売 Sales of apartment #25Sales of apartment #25--3333
顧客が前払金を払ったとしても、顧客に引渡しするまで収益認識できない。顧客が前払金を払ったとしても、顧客に引渡しするまで収益認識できない。顧 、顧 渡 識顧 、顧 渡 識

[[設例設例18] 18] 指標によって変化するﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ料指標によって変化するﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ料
Management fee based on an index  #38Management fee based on an index  #38
指標を合理的に推定できない限り、変化分は確定するまで認識できない。指標を合理的に推定できない限り、変化分は確定するまで認識できない。

[[設例設例19] 19] 成果によって変化するｺﾝｻﾙｻｰﾋﾞｽ料成果によって変化するｺﾝｻﾙｻｰﾋﾞｽ料 ※※解説あり解説あり

Consulting services with a performance bonus/penalty #37Consulting services with a performance bonus/penalty #37--40 40 
成果の期待値を加重平均して最終収益額として月々で認識する。成果の期待値を加重平均して最終収益額として月々で認識する。

[[設例設例20]20] 顧客の信用リスク顧客の信用リスク C stomer credit riskC stomer credit risk #43#43 ※※解説あり解説あり[[設例設例20] 20] 顧客の信用リスク顧客の信用リスク Customer credit risk Customer credit risk #43 #43 ※※解説あり解説あり

販売時に想定できる回収不能の期待値分は、収益より差引いて認識。販売時に想定できる回収不能の期待値分は、収益より差引いて認識。

[[設例設例21]21] 顧客へのﾌｧｲﾅﾝｽ顧客へのﾌｧｲﾅﾝｽ Customer payment in arreas #44Customer payment in arreas #44 4545[[設例設例21] 21] 顧客へのﾌｧｲﾅﾝｽ顧客へのﾌｧｲﾅﾝｽ Customer payment in arreas  #44Customer payment in arreas  #44--4545
顧客からの回収が２年後の場合には、ﾌｧｲﾅﾝｽ取引分は金利収入として認識。顧客からの回収が２年後の場合には、ﾌｧｲﾅﾝｽ取引分は金利収入として認識。
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[[設例設例22] 22] 前受取引前受取引 Customer payment in advance #44Customer payment in advance #44--45 45 ※※解説あり解説あり

11年の前受の場合は 金利費用部分を含め 履行債務を認識する年の前受の場合は 金利費用部分を含め 履行債務を認識する11年の前受の場合は、金利費用部分を含め、履行債務を認識する。年の前受の場合は、金利費用部分を含め、履行債務を認識する。

[[設例設例23] 23] 販売商品の陳列費用の負担販売商品の陳列費用の負担 Slotting fee  #48Slotting fee  #48--4949
商品の販売と 陳列費用負担は全く別の行為として 費用計上する商品の販売と 陳列費用負担は全く別の行為として 費用計上する商品の販売と、陳列費用負担は全く別の行為として、費用計上する。商品の販売と、陳列費用負担は全く別の行為として、費用計上する。

[[設例設例24] 24] 顧客から最終顧客へのｸｰﾎﾟﾝ顧客から最終顧客へのｸｰﾎﾟﾝ Sales incentive # Sales incentive # 
顧客が最終顧客に提供するｸｰﾎﾟﾝ費用は 合理的に見積もって収益から控除顧客が最終顧客に提供するｸｰﾎﾟﾝ費用は 合理的に見積もって収益から控除顧客が最終顧客に提供するｸｰﾎ ﾝ費用は、合理的に見積もって収益から控除。顧客が最終顧客に提供するｸｰﾎ ﾝ費用は、合理的に見積もって収益から控除。

[[設例設例25]25] 将来の割引条件付販売将来の割引条件付販売 Estimateing the standEstimateing the stand--alone alone 
selling price of an option for additional goods or serviceselling price of an option for additional goods or service #53#53selling price of an option for additional goods or service selling price of an option for additional goods or service #53#53

販売時に顧客が割引購入の販売時に顧客が割引購入のOptionOptionを行使する期待値を想定できる場合には、を行使する期待値を想定できる場合には、
収益を、販売時に認識する部分と、将来認識する部分に区部して認識。収益を、販売時に認識する部分と、将来認識する部分に区部して認識。

[[設例設例26] 26] 顧客ﾛｲﾔﾙﾃｨｰ条件顧客ﾛｲﾔﾙﾃｨｰ条件 Customer loyalty program  #53Customer loyalty program  #53
顧客にポイントを付与する場合、ﾎﾟｲﾝﾄ部分は将来収益として区分して認識。顧客にポイントを付与する場合、ﾎﾟｲﾝﾄ部分は将来収益として区分して認識。
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[[設例設例27] 27] 更新ｵﾌﾟｼｮﾝ付き年度修理ｻｰﾋﾞｽ更新ｵﾌﾟｼｮﾝ付き年度修理ｻｰﾋﾞｽ ※※解説あり解説あり

Maintenance service with a renewal optionMaintenance service with a renewal option
ププ更新オプションは別の履行義務として、別途に原価をもとに収益を区分認識。更新オプションは別の履行義務として、別途に原価をもとに収益を区分認識。

[[設例設例28] 28] 当初設定を要する外注ｻｰﾋﾞｽ当初設定を要する外注ｻｰﾋﾞｽ
Outstanding services with set up activities #Outstanding services with set up activities #Outstanding services with set up activities  #Outstanding services with set up activities  #

費用計上する。費用計上する。

[[設例設例29] 29] 開示開示 Presentation #Presentation # ※※解説あり解説あり[[ ]]
別個の履行義務がある場合別個の履行義務がある場合

[[設例設例30] 30] 他の他のIFRSIFRSで要求される開示内容との関係で要求される開示内容との関係[[ ]]
Relationship to disclosures provided by other IFRSs  Relationship to disclosures provided by other IFRSs  
事業区分毎に期末履行義務残高が、充足される時期と金額を事業区分毎に期末履行義務残高が、充足される時期と金額を11年毎に開示。年毎に開示。

[[設例設例31]31] 単独で販売した際の価格を推定する際の前提単独で販売した際の価格を推定する際の前提[[設例設例31] 31] 単独で販売した際の価格を推定する際の前提単独で販売した際の価格を推定する際の前提
Inputs and assumptions used to estimate standInputs and assumptions used to estimate stand--alone selling prices  alone selling prices  
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（契約）

（契約資産）

（契約債務）

（支配）

（顧客）
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（収益）

（履行義務）（履行義務）

（営業収益）

（取引価格）
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